
危険度分布ってなに？

危険度分布は、警報発表時、どこで土砂災害や浸水害、洪水害の
危険度が高まっているかを知り、命を守るための情報です。

 

土砂災害警戒判定メッシュ情報 大雨警報(浸水害)の危険度分布 洪水警報の危険度分布

例えば上の図の皆さんは、命を守るために、どの情報を使い、
どのような行動をするべきでしょうか。

災害発生の危険度に応じて、大雨警報・洪水警報や土砂災害警戒情報、危険度分布等を発表し、災害発生に対する警戒を呼びかけます。
危険度分布では、土砂災害、浸水害、洪水害の危険度が高まっている状況を地図上で色分けしてお知らせします。危険度は

黄→赤→薄い紫→濃い紫の順に高くなります。危険度分布を見ると、自らの地域に迫る危険度の高まりを一目で把握できます。

大雨警報・洪水警報の危険度分布ができるまで

雨が地中に溜まる量を
土壌雨量指数として算出

雨が地表面・低地に溜まる量を
表面雨量指数として算出

雨が河川に集まり流れ下る量を
流域雨量指数として算出

土砂災害警戒判定メッシュ情報 大雨警報(浸水害)の危険度分布 洪水警報の危険度分布

 

地盤の崩れやすさ、下水道や堤防の整備状況などにより、大雨による災害の発生しやすさは地域ごとにさまざまです。
気象庁では、過去20年分以上の災害発生時の指数値を調査し、災害と指数の関係から地域ごとに基準を定めます。

　このように、災害が発生しやすい地域では基準を低く設定するなど、地域の特性を反映した基準により、災害発生の危険度を
判断します。

災害と照らし合わせることで、
基準に、その土地の災害に対する
特性が反映されるのです。

大雨によって引き起こされる災害には、土砂災害、浸水害、洪水害があります。
気象庁では、降った雨が溜まったり流れ下ることで、土砂災害、浸水害、洪水害のリスクが高まるメカニズムを以下の図の

ように模式化して、それぞれの災害発生との相関が高い「指数」を求めます。

雨の降り方だけでなく、雨の
浸み込み方や、河川に集まり
流れ下る量も考慮しているんだね。

【降った雨による災害発生のリスクが高まるメカニズムを指数化します】

【災害発生の危険度は「基準」で判断します】

【指数を基準で判定した結果を危険度分布として表示し、警戒を呼びかけます】

 

災害は、もともと災害発生の危険性が認められる場所に、大雨などの災害を引き起こす現象が加わることで発生します。
利用する気象情報や危険度分布の種類等は、お住まいの場所によって違います。

土砂災害で命を奪われる場所
崖や渓流のそばなど、崖崩れや土石流により家屋が壊滅的な被害を受けてしまう場所

河川氾濫で命を奪われる場所

川からあふれた水の流れにより家屋が流失してしまう場所
川の付近の低地の家屋や地下室などのように、深く浸水してしまう場所
ゼロメートル地帯のように、浸水が長期間継続してしまう場所

山間部の流れの速い河川で川岸が削られて家屋が流されてしまう場所

これらの命を奪われるおそれのある場所について、土砂災害警戒区域や浸水想定区域等が指定されている場合は、
市町村等のハザードマップで確認できます。　

　川のそば、急傾斜地のそばなど、場所により確認すべき情報は違います。下の図で、それぞれの場所に応じて必要な
情報の例を示しました。　
　あらかじめ、お住まいの場所でどのような災害が発生しやすいのかをご認識いただき、いざというときに利用すべき
情報の種類をご確認ください。なお、実際に避難する際は周囲の気象状況に十分注意して行動してください。

利用すべき気象情報は、場所によって違います

市町村等のホームページや
ハザードマップを確認しておこう。

【お住まいの場所ごとに違う必要な情報の例】

【立ち退き避難が必要な、命を奪われる災害が発生するのは以下のような場所です】

平成 年 月

〒 東京都千代田区大手町
： （代表）
： （耳の不自由な方向け）

このリーフレットは印刷用の紙へリサイクルできます。

 

土砂災害・浸水害・洪水害に対する主な情報

大雨警報(土砂災害) 大雨による重大な土砂災害が発生するおそれがあると予想したときに発表します。
雨が止んでも、重大な土砂災害等のおそれが残っている場合には、発表を継続します。

土砂災害警戒判定
メッシュ情報

　大雨警報(土砂災害)や土砂災害警戒情報等が発表されたときには、土砂災害警戒判定
メッシュ情報により、どこで危険度が高まっているかを把握することができます。5km四方の
領域(メッシュ)ごとに土砂災害発生の危険度を5段階に判定した結果を表示しており、
危険度の高まりを面的に把握することができます。避難にかかる時間を考慮して、危険
度の判定には2時間先までの雨量予測に基づく土壌雨量指数等の予想を用いています。

大雨警報(浸水害) 大雨による重大な浸水害が発生するおそれがあると予想したときに発表します。

大雨警報(浸水害)の
危険度分布

　大雨警報(浸水害)等が発表されたときには、大雨警報(浸水害)の危険度分布により、
どこで危険度が高まっているかを把握することができます。1km四方の領域(メッシュ)
ごとに短時間強雨などによる浸水害発生の危険度を5段階に判定した結果を表示しており、
危険度の高まりを面的に把握することができます。危険度の判定には1時間先までの雨量
予測に基づく表面雨量指数の予想を用いています。

洪水警報 　河川の上流域での大雨や融雪によって下流で生じる増水や氾濫により重大な洪水害が発生
するおそれがあると予想したときに発表します。

水位周知河川の
水位到達情報

洪水警報の危険度分布 　洪水警報等が発表されたときには、洪水警報の危険度分布により、どこで危険度が高まって
いるかを把握することができます。上流域に降った雨により、下流の対象地点の洪水発生の
危険度を5段階に判定した結果を表示しており、危険度の高まりを把握することができます。
　危険度の判定には3時間先までの雨量予測に基づく流域雨量指数等の予想を用いています。

土砂災害

浸水害

洪水害

雨が地中に溜まる
→ 土砂災害リスクが高まる

雨が低地･川に集まり流れ下る
→洪水害リスクが高まる

浸み込まず溜まる
浸み込んで溜まる

集まり流れ下る

雨が地表面･低地に溜まる
→ 浸水害リスクが高まる

家の裏が急傾斜地と
なっているAさん（ ）
土砂災害警戒判定メッシュ情報が赤になったとき、
近くの指定避難所である公民館に避難することに
している  

大雨警報
(土砂災害)

土砂災害
警戒情報

土砂災害
警戒判定

メッシュ情報

●利用する気象情報等

山間部の流れの速い河川
沿いに住む さん（ ）
洪水警報の危険度分布が薄い紫になったとき、 
速やかに指定緊急避難場所へ行くようにしている 

洪水警報 洪水警報の
危険度分布

●利用する気象情報等

中小河川沿いのマンション
の1階に住むＣさん（ ）
雨が強くなくても、洪水警報の危険度分布が薄い紫に
なったとき、または、氾濫危険情報が発表されたとき、
3階の友達の家に避難することにしている 

水位周知河川*の
氾濫危険情報

●利用する気象情報等

洪水警報 洪水警報の
危険度分布

住宅兼店舗の半地下階で
働く さん（ ）
大雨警報(浸水害)の危険度分布が赤になったとき、
地上階に避難することにしている  

●利用する気象情報等
大雨警報
(浸水害)

大雨警報
(浸水害)の
危険度分布

〜気象災害から命を守るために〜

大雨警報・洪水警報の
危険度分布

土砂災害

提供：国土交通省

浸水害 洪水害

提供：国土交通省関東地方整備局

土砂災害警戒情報 　大雨警報(土砂災害)が発表されている状況で、土砂災害発生の危険度がさらに高まった
ときに、市町村長の避難勧告等の判断を支援するよう、また、住民の自主避難の参考となる
よう、対象となる市町村を特定して警戒を呼びかける情報で、都道府県と気象庁が共同で
発表しています。

指定河川洪水予報 　河川の増水や氾濫などに対する水防活動の判断や住民の避難行動の参考となるように、
気象庁は国土交通省または都道府県の機関と共同で、あらかじめ指定した河川(洪水予報
河川)について、区間を決めて水位または流量を示した洪水の予報を行っており、これを
指定河川洪水予報と呼んでいます。
　標題には、氾濫注意情報、氾濫警戒情報、氾濫危険情報、氾濫発生情報の4つがあり、
河川名を付して「○○川氾濫注意情報」「△△川氾濫警戒情報」のように発表します。
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避難判断水位（レベル３）

氾濫危険水位（レベル４）

氾濫注意水位（レベル２）

洪水注意報

時間の流れ

水位

氾濫が

発生した
場合

氾濫危険水位を
超えた場合

一定時間後に
氾濫危険水位
到達を予測

　平成26年に広島市で発生した土砂災害、平成27年の関東・東北豪雨や平成28年に相次いで接近・上陸した台風等の
大雨による各地の土砂災害、洪水害、浸水害･･･。日本は毎年のように大雨による災害に見舞われています。
　気象庁では、災害発生との相関が高い「指数」および地域の特性に応じた「基準」を用いて、災害発生の危険度を予測
した分布図により、災害発生に対する警戒を呼びかけます。

水位周知河川の水位到達情報については、裏表紙をご参照ください

　洪水予報河川以外の河川で、国土交通大臣、都道府県知事が、あらかじめ指定した河川
(水位周知河川)について氾濫危険水位等に水位が到達したときに発表する情報を、水位到
達情報と呼んでいます。「○○川氾濫危険情報」のように発表されます。

家の裏が急傾斜地と
なっているAさん（ ）

山間部の流れの速い河川沿いに
住む さん（ ）

中小河川沿いのマンションの
1階に住むＣさん（ ）

住宅兼店舗の半地下階で
働く さん（ ）





危険度分布ってなに？

危険度分布は、警報発表時、どこで土砂災害や浸水害、洪水害の
危険度が高まっているかを知り、命を守るための情報です。
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例えば上の図の皆さんは、命を守るために、どの情報を使い、
どのような行動をするべきでしょうか。

災害発生の危険度に応じて、大雨警報・洪水警報や土砂災害警戒情報、危険度分布等を発表し、災害発生に対する警戒を呼びかけます。
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地盤の崩れやすさ、下水道や堤防の整備状況などにより、大雨による災害の発生しやすさは地域ごとにさまざまです。
気象庁では、過去20年分以上の災害発生時の指数値を調査し、災害と指数の関係から地域ごとに基準を定めます。

　このように、災害が発生しやすい地域では基準を低く設定するなど、地域の特性を反映した基準により、災害発生の危険度を
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災害は、もともと災害発生の危険性が認められる場所に、大雨などの災害を引き起こす現象が加わることで発生します。
利用する気象情報や危険度分布の種類等は、お住まいの場所によって違います。
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崖や渓流のそばなど、崖崩れや土石流により家屋が壊滅的な被害を受けてしまう場所

河川氾濫で命を奪われる場所
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川の付近の低地の家屋や地下室などのように、深く浸水してしまう場所
ゼロメートル地帯のように、浸水が長期間継続してしまう場所

山間部の流れの速い河川で川岸が削られて家屋が流されてしまう場所

これらの命を奪われるおそれのある場所について、土砂災害警戒区域や浸水想定区域等が指定されている場合は、
市町村等のハザードマップで確認できます。　

　川のそば、急傾斜地のそばなど、場所により確認すべき情報は違います。下の図で、それぞれの場所に応じて必要な
情報の例を示しました。　
　あらかじめ、お住まいの場所でどのような災害が発生しやすいのかをご認識いただき、いざというときに利用すべき
情報の種類をご確認ください。なお、実際に避難する際は周囲の気象状況に十分注意して行動してください。

利用すべき気象情報は、場所によって違います

市町村等のホームページや
ハザードマップを確認しておこう。

【お住まいの場所ごとに違う必要な情報の例】

【立ち退き避難が必要な、命を奪われる災害が発生するのは以下のような場所です】

平成 年 月

〒 東京都千代田区大手町
： （代表）
： （耳の不自由な方向け）

このリーフレットは印刷用の紙へリサイクルできます。

 

土砂災害・浸水害・洪水害に対する主な情報

大雨警報(土砂災害) 大雨による重大な土砂災害が発生するおそれがあると予想したときに発表します。
雨が止んでも、重大な土砂災害等のおそれが残っている場合には、発表を継続します。

土砂災害警戒判定
メッシュ情報

　大雨警報(土砂災害)や土砂災害警戒情報等が発表されたときには、土砂災害警戒判定
メッシュ情報により、どこで危険度が高まっているかを把握することができます。5km四方の
領域(メッシュ)ごとに土砂災害発生の危険度を5段階に判定した結果を表示しており、
危険度の高まりを面的に把握することができます。避難にかかる時間を考慮して、危険
度の判定には2時間先までの雨量予測に基づく土壌雨量指数等の予想を用いています。

大雨警報(浸水害) 大雨による重大な浸水害が発生するおそれがあると予想したときに発表します。

大雨警報(浸水害)の
危険度分布

　大雨警報(浸水害)等が発表されたときには、大雨警報(浸水害)の危険度分布により、
どこで危険度が高まっているかを把握することができます。1km四方の領域(メッシュ)
ごとに短時間強雨などによる浸水害発生の危険度を5段階に判定した結果を表示しており、
危険度の高まりを面的に把握することができます。危険度の判定には1時間先までの雨量
予測に基づく表面雨量指数の予想を用いています。

洪水警報 　河川の上流域での大雨や融雪によって下流で生じる増水や氾濫により重大な洪水害が発生
するおそれがあると予想したときに発表します。

水位周知河川の
水位到達情報

洪水警報の危険度分布 　洪水警報等が発表されたときには、洪水警報の危険度分布により、どこで危険度が高まって
いるかを把握することができます。上流域に降った雨により、下流の対象地点の洪水発生の
危険度を5段階に判定した結果を表示しており、危険度の高まりを把握することができます。
　危険度の判定には3時間先までの雨量予測に基づく流域雨量指数等の予想を用いています。

土砂災害

浸水害

洪水害

雨が地中に溜まる
→ 土砂災害リスクが高まる

雨が低地･川に集まり流れ下る
→洪水害リスクが高まる

浸み込まず溜まる
浸み込んで溜まる

集まり流れ下る

雨が地表面･低地に溜まる
→ 浸水害リスクが高まる

家の裏が急傾斜地と
なっているAさん（ ）
土砂災害警戒判定メッシュ情報が赤になったとき、
近くの指定避難所である公民館に避難することに
している  

大雨警報
(土砂災害)

土砂災害
警戒情報

土砂災害
警戒判定

メッシュ情報

●利用する気象情報等

山間部の流れの速い河川
沿いに住む さん（ ）
洪水警報の危険度分布が薄い紫になったとき、 
速やかに指定緊急避難場所へ行くようにしている 

洪水警報 洪水警報の
危険度分布

●利用する気象情報等

中小河川沿いのマンション
の1階に住むＣさん（ ）
雨が強くなくても、洪水警報の危険度分布が薄い紫に
なったとき、または、氾濫危険情報が発表されたとき、
3階の友達の家に避難することにしている 

水位周知河川*の
氾濫危険情報

●利用する気象情報等

洪水警報 洪水警報の
危険度分布

住宅兼店舗の半地下階で
働く さん（ ）
大雨警報(浸水害)の危険度分布が赤になったとき、
地上階に避難することにしている  

●利用する気象情報等
大雨警報
(浸水害)

大雨警報
(浸水害)の
危険度分布

〜気象災害から命を守るために〜

大雨警報・洪水警報の
危険度分布

土砂災害

提供：国土交通省

浸水害 洪水害

提供：国土交通省関東地方整備局

土砂災害警戒情報 　大雨警報(土砂災害)が発表されている状況で、土砂災害発生の危険度がさらに高まった
ときに、市町村長の避難勧告等の判断を支援するよう、また、住民の自主避難の参考となる
よう、対象となる市町村を特定して警戒を呼びかける情報で、都道府県と気象庁が共同で
発表しています。

指定河川洪水予報 　河川の増水や氾濫などに対する水防活動の判断や住民の避難行動の参考となるように、
気象庁は国土交通省または都道府県の機関と共同で、あらかじめ指定した河川(洪水予報
河川)について、区間を決めて水位または流量を示した洪水の予報を行っており、これを
指定河川洪水予報と呼んでいます。
　標題には、氾濫注意情報、氾濫警戒情報、氾濫危険情報、氾濫発生情報の4つがあり、
河川名を付して「○○川氾濫注意情報」「△△川氾濫警戒情報」のように発表します。
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情
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除
）

氾
濫
注
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情
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洪水注意報 洪水警報

氾
濫
危
険
情
報

氾
濫
発
生
情
報

避難判断水位（レベル３）

氾濫危険水位（レベル４）

氾濫注意水位（レベル２）

洪水注意報

時間の流れ

水位

氾濫が

発生した
場合

氾濫危険水位を
超えた場合

一定時間後に
氾濫危険水位
到達を予測

　平成26年に広島市で発生した土砂災害、平成27年の関東・東北豪雨や平成28年に相次いで接近・上陸した台風等の
大雨による各地の土砂災害、洪水害、浸水害･･･。日本は毎年のように大雨による災害に見舞われています。
　気象庁では、災害発生との相関が高い「指数」および地域の特性に応じた「基準」を用いて、災害発生の危険度を予測
した分布図により、災害発生に対する警戒を呼びかけます。

水位周知河川の水位到達情報については、裏表紙をご参照ください

　洪水予報河川以外の河川で、国土交通大臣、都道府県知事が、あらかじめ指定した河川
(水位周知河川)について氾濫危険水位等に水位が到達したときに発表する情報を、水位到
達情報と呼んでいます。「○○川氾濫危険情報」のように発表されます。

家の裏が急傾斜地と
なっているAさん（ ）

山間部の流れの速い河川沿いに
住む さん（ ）

中小河川沿いのマンションの
1階に住むＣさん（ ）

住宅兼店舗の半地下階で
働く さん（ ）




